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して福をいっぱい招くよう、鬼をめがけて元気にまめをなげていました。
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（

漆
，

次
の
三
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

／奮暢被保貼
農林漁業などの自営業者・自由業

者・無職・学生・夫に扶養され
ていない奥さんで2．3号に該当

しない人（20歳～60歳未満）

、者　　　　　1
　　　　　　　　　　蓼　
　
　
　
繍

　
　
　
　
瞭

　
　
　
　
　
補

　
　
　
　
磁

　
　
　
　
ω

籔毎篠臨

●
そ
の
他
に
本
人
が
希
望
す
れ

　
ば
加
入
で
き
る
人
も
い
ま
す
。

1
日
本
国
内
に
住
む
六
十
歳

　
～
七
十
歳
未
満
の
人
（
六
十

　
五
歳
以
上
の
加
入
は
、
昭
和

　
一
二
十
年
四
月
一
日
以
前
生
ま

　
れ
の
人
で
受
給
資
格
期
間
を

　
満
た
し
て
い
な
い
人
）
。

2
海
外
に
住
む
二
十
歳
～
七

　
十
歳
未
満
の
日
本
人
。

3
老
齢
（
退
職
）
年
金
受
給
者
。

●
平
成
一
二
年
四
月
一
日
か
ら
学

　
生
さ
ん
も
二
十
歳
に
な
っ
た

　
ら
加
入
で
す
。

●
第
三
号
被
保
険
者
の
人
に
つ

　
い
て
は
、
夫
が
仕
事
を
変
わ

　
っ
て
い
る
場
合
、
届
け
出
が

　
出
て
い
な
い
と
扶
養
（
第
一
二

　
号
被
保
険
者
）
に
な
り
ま
せ

　
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

※
こ
れ
ら
の
被
保
険
者
に
は
自

　
分
で
手
続
き
を
し
て
い
な
い

　
と
加
入
し
て
い
る
こ
と
に
な

　
り
ま
せ
ん
の
で
必
ず
届
出
を

　
し
て
下
さ
い
。
ま
た
現
在
自

　
分
が
ど
こ
に
該
当
し
て
い
る

　
か
わ
か
ら
な
い
人
、
今
ま
で

　
の
記
録
が
不
明
確
な
人
は
、
年

　
金
手
帳
を
役
場
年
金
係
ま
で

　
お
持
ち
下
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　》」田ilコ16　こんな時

就職・退職・結婚などによって加入者の種類が変わることがありますので次のようなことがあった場

　合には、必ず届出をして下さい。

※届出に必要なものは、年金手帳・印鑑の他に書類などもありますので御易年金係までお問い合わせ下さい。

▲

β　社に入ったとき

　　　　び』激

詠

讐
、
．
藷
べ

　
・
参
↑

ときが…所、

▲

】歳に触て初めて加入

（2）



老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
こ
の
間
に

最
低
2
5
年
間
納
め
な
け
れ
ば
、
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
保
険
料
額
は

　
月
額
二
、
七
〇
〇
円

　
（
平
成
八
年
四
月
に
改
正
）

　
よ
り
多
く
の
年
金
を
受

け
た
い
人
は
、
付
加
保
険

料
と
し
て
月
額
四
〇
〇
円

を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

●
前
納
割
引

　
保
険
料
は
四
月
中
に
一

年
間
分
を
前
納
す
る
と
割

引
き
さ
れ
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
人
に
は
免
除
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　
免
除
の
手
続
き
を
す
る
と

将
来
年
金
を
受
給
す
る
権
利

が
保
障
さ
れ
ま
す
。

法
定
免
除

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活

扶
助
を
受
け
て
い
る
人
。

○
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
被

用
者
年
金
の
障
害
（
～
・
二

級
）
を
受
給
の
人
。

号
◎
受
給
は

老
齢
基
礎
年
金

　
　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と

　
し
て
二
十
五
年
間
の
受
給
期
間

　
を
満
た
し
た
人
が
六
十
五
歳
に

　
な
っ
た
と
き
か
ら
受
け
ら
れ
る

　
年
金
で
す
。

障
害
基
礎
年
金

　
　
障
害
基
礎
年
金
は
、
病
気
や

　
ケ
ガ
な
ど
に
な
っ
た
と
き
に
受

　
け
る
こ
と
が
で
き
る
年
金
で
す
。

　
（
保
険
料
の
未
納
が
あ
る
と
受
け

　
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

遺
族
基
礎
年
金

　
　
遺
族
基
礎
年
金
は
、
ご
主
人
に

　
先
立
た
れ
た
と
き
に
受
け
る
こ
と

　
の
で
き
る
年
金
で
す
。

　
年
金
に
は
時
効
が
あ
り
、

手
続
き
や
保
険
料
の
納
付

は
二
年
た
つ
と
時
効
で
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
納
め

忘
れ
な
ど
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
将
来
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
免
除

○
所
得
の
少
な
い
人
や
病
気

や
ケ
ガ
な
ど
で
経
済
的
に
困

難
な
人
。
○
保
険
料
の
納
付

が
困
難
で
特
別
な
理
由
の
あ

る
人
。
○
学
生
で
親
元
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
人
。

（
学
生
に
は
学
生
基
準
の
免

除
が
あ
り
ま
す
。
）

※
免
除
を
受
け
た
期
間

　
の
扱
い
に
つ
い
て

●
最
低
二
十
五
年
の
受
給
資

格
期
間
に
合
算
さ
れ
ま
す
。

●
年
金
額
を
計
算
す
る
と
き

免
除
期
間
の
1
3
は
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
免
除
期
間
の
保
険
料
は
二

年
の
時
効
で
は
な
く
、
十
年

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
納
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
時
は
納
付
し

て
お
く
と
受
給
額
に
加
算
さ

れ
ま
す
。

年金擁参1ナ5蝸星ぐ1ま

桑
『
（

／、1

④昭和61年4月
　からの第3号
　被保険者期間

　
o
。
　
．
）

（
（
．

（
ハ

①国民年金保険
　料を納めた期
　間

ノ
　
　

．
○
－

、
　
　
　
　
　
1

　
一

（〉　）

⑤笛意加入できる

　人が任意加入し
　なかった期間
　（カラ期問〉

②国民年金保険
　料の免除を受
　けた期間

③昭和36年4月
　以後の厚生年
　金や共済組合
　の加入期間
㌧

（

◎
お
問
合
せ
は

　
　
　
　
　
年
金
に
関
し
て
の
お
問
合
せ
は
、
役
場
住
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
年
金
係
8
三
六
ー
一
五
二
一
（
内
線
ニ
ニ
四
）

（3）



　
“
よ
り
よ
い
町
づ
く
り
を
進
め
る
道
し
る
べ
〃
と
な
る
「
町
民
憲
章
」
は
、

町
制
施
行
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
制
定
す
る
こ
と
と
な
り
、
町
民
の
参
加
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
審
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
記
念
式
典
実
行
委
員
会
の

答
申
を
受
け
、
こ
の
ほ
ど
制
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

江
南
町
民
憲
章

　
わ
た
く
し
た
ち
は
　
豊
か
な
自
然
と

先
人
が
築
き
愛
し
た
郷
土
に
誇
り
を
も
ち

希
望
に
満
ち
た
町
を
つ
く
る
た
め

こ
こ
に
町
民
憲
章
を
定
め
ま
す

「
、、

一
、

一
、

自
然
を
守
り
　
環
境
を
整
え

ほ
た
る
舞
う
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

郷
土
を
愛
し
　
歴
史
に
学
び

文
化
の
か
お
る
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

す
こ
や
か
な
心
と
体
を
育
て

明
る
く
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

仕
事
に
誇
り
と
生
き
が
い
を
求
め

未
来
に
伸
び
ゆ
く
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

き
ま
り
を
守
り
　
豊
か
な
心
を
持
ち

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
八
年
二
月
二
十
九
日
制
定

制
定
ま
で
の
歩
み

　
町
で
は
、
町
制
施
行
十
周
年
を
記
念

し
て
、
町
に
住
む
こ
と
を
誇
り
と
し
、

よ
り
よ
い
江
南
町
を
つ
く
る
た
め
の
指

針
と
な
る
、
町
民
憲
章
を
制
定
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
制
定
に
あ
た
っ
て

は
、
町
制
施
行
＋
周
年
記
念
事
業
プ
由

ジ
ェ
タ
ト
チ
ー
ム
を
設
け
検
討
し
た
と

こ
ろ
、
よ
り
町
民
に
親
し
ま
れ
る
町
民

憲
章
と
す
る
た
め
に
全
世
帯
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
町
民
が
理

想
と
す
る
町
の
姿
や
イ
メ
ー
ジ
を
生
か

し
た
も
の
と
す
る
た
め
、
昨
年
八
月
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
羊
九
百
二
十
五
世
帯

（
回
答
率
六
十
二
・
三
二
警
）
か
ら
回

答
を
い
た
だ
き
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
生
か
し
て
文
案
を
作
成
し
、
本
年

一
月
に
学
識
経
験
者
十
五
名
で
構
成
す

る
町
制
施
行
十
周
年
記
念
式
典
実
行
委

員
会
に
諮
問
い
た
し
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
会
で
は
、
慎
重
審
議
を
行

い
、
更
に
慎
重
を
き
す
た
め
に
町
教
育

委
員
会
に
検
討
を
お
願
い
し
て
、
こ
れ

ら
の
意
見
を
加
え
た
実
行
委
員
会
の
文

案
を
、
町
長
に
答
申
い
た
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
こ
の
答
申
を
受
け
、
二
月

二
十
九
日
告
示
、
正
式
に
江
南
町
民
憲

章
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
ご
協
力
に
あ
ら
た
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

は
じ
め
ま
し
て
，
・

『
ビ
ビ
7
』
で
す
。

　
一
昨
年
よ
り
建
設
を
進
め
て
お
り
ま

し
た
総
合
文
化
会
館
が
、
い
よ
い
よ
こ
の

春
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
ご
．
札
に
先
立
ち

文
化
会
館
の
愛
称
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
江
南
町
総
合
文
化
会
館
の
愛
称
は
、

『
ピ
ピ
ア
』
で
す
。
名
づ
け
親
は
、
押

切
の
新
井
久
美
子
さ
ん
。
可
愛
ら
し
く
、

呼
び
や
す
い
発
音
が
決
め
手
と
な
り
ま

し
た
。

　
昨
年
の
広
報
五
月
号
に
て
、
皆
様
か

ら
愛
称
を
募
集
す
る
旨
の
記
事
を
掲
載

し
、
十
一
月
に
行
わ
れ
た
町
民
文
化
祭

で
も
応
募
箱
を
設
置
し
て
広
く
募
集
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
百
二
十
八
点

も
の
応
募
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向

を
凝
ら
し
た
愛
称
の
数
々
に
、
選
定
委

員
は
頭
を
悩
ま
せ
ま
し
た
。

　
選
定
の
過
程
と
し
て
は
、
ま
ず
一
次

選
考
で
十
点
を
選
出
し
、
更
に
二
次
選

考
で
三
点
に
絞
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

一
月
二
十
九
日
の
最
終
選
考
で
一
点
を

選
出
し
決
定
と
な
り
ま
し
た
。

　
『
ピ
ピ
ア
』
は
、
江
南
町
の
新
し
い

文
化
・
芸
術
の
拠
点
で
す
。
積
極
的
に

利
用
し
て
、
皆
さ
ん
の
『
ピ
ピ
ア
』
を

可
愛
が
っ
て
下
さ
い
。

『ピビア』には「可愛い館」のほか

こんな意味が込められています

清新さ・純粋さ

前進・発展

活動的

（ピュア）

Pure
（ブログレス）

Pro8reSS
（アクティブ）

Active

ピ
　
ピ
　
ア

（4）



～江南町総合交化会館「ピビア』落成記念～

公開録画観覧者募集のお知らせ

ふ為畿総鱒
縛
継
嚇

喉ー、

議

　
瀞
脚

灘麟攣舞敏訟灘隷灘鞍纐一麟麟

　
江
南
町
総
合
文
化
会
館
「
ピ
ピ
ア
」

の
落
成
を
記
念
し
て
、
N
H
K
番
組
「
ふ

る
さ
と
愉
快
亭
～
小
朝
が
参
り
ま
し
た
」

の
公
開
録
画
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
番
組
は
、
毎
週
日
曜
日
の
午
後

の
ひ
と
と
き
に
、
全
国
各
地
か
ら
「
元

気
な
一
〇
C
歳
以
上
の
お
年
寄
り
」
や

そ
の
土
地
柄
や
話
題
な
ど
を
、
春
風
亭

小
朝
師
匠
ら
の
楽
し
い
進
行
で
お
届
け

す
る
ト
ー
タ
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
で

す
。日
時
四
月
十
日
（
水
）

　
　
　
　
開
場
　
午
後
五
時
三
十
分

　
　
　
　
開
演
　
午
後
六
時
三
十
分

場
　
所
　
総
合
文
化
会
館
「
ピ
ピ
ア
」

　
　
　
　
大
ホ
ー
ル

出
演
者
　
春
風
亭
小
朝
ほ
か

入
場
料
　
無
料

主
　
催

申
込
み

締
切
り

江
南
町

N
H
K
浦
和
放
送
局

往
復
は
が
き
（
一
人
『
枚
）

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、
江
南
町
役
場
「
N

H
K
ふ
る
さ
と
愉
快
亭
」
係

ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

三
月
二
十
五
日
（
月
）
必
着

問
い
合
わ
せ

○
江
南
町
役
場
「
N
H
K
ふ
る
さ
と
愉

　
快
亭
」
係
　
費
三
六
ー
一
五
一
二

〇
N
H
K
浦
和
放
送
局

　
「
ふ
る
さ
と
愉
快
亭
」
係

　
費
〇
四
八
ー
八
三
三
ー
二
〇
四
一

往復はがき記入例

住氏

所名
（
一
名
の
み
）

電
話
番
号

□□ロー□□

（
申
込
人
）

　
　
住

（
申
込
人
）

　
　
氏

□
返信

所名

（
な
に
も
書
か
な
い
）

回固回一回田

大
里
郡
江
南
町
中
央
一
ー
一

江
南
町
役
場

　
「
N
H
K
ふ
る
さ
と
愉
快
亭
」
係

□
往信
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駈
目
爵
韓
園
呂
†
呂
汎
映
臼
る

》
　
　
　
　
》
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
〉

1

ノ

　
一
再
十
四
日
任
期
満
了
に
よ
る
江
南
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
、

一
月
一
二
十
日
に
告
示
さ
れ
＼
立
候
補
の
受
付
を
行
っ
た
と
こ
ろ
．
選

挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
十
五
人
を
超
え
な
か
つ
た
た
め
．
無
投
票
で

当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
団
体
か
ら
の
推
薦
委
員
も
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
三
年
間
に
わ
た
っ
て
農
家
の
代
表
と
し
て
、
農
地
な
ど
の
利

用
関
係
の
調
整
、
そ
の
他
農
業
全
般
に
わ
た
る
問
題
解
決
に
あ
た
っ

て
い
た
だ
く
農
業
委
員
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
選
挙
さ
れ
た
委
員
（
敬
称
略
）

　
　
　
（
立
候
補
届
出
順
）

柴平武持松駒新増福吉宅柴新小坂
　　　　　　　　　　　　久
　山政田本井井田田野森田井保田

芳　安昭正芳吉秀　　常守　晴利
　稔　　　　　　清廣　　忠
明　一治巳治美夫　　治次　夫夫

○
選
任
さ
れ
た
委
員
（
敬
称
略
）

　
・
議
会
推
薦
に
よ
る
学
識
経
験
者

柴寺篠小橋

田山崎板本

忠孝長文定

雄作司夫男

・
農
業
共
済
組
合
推
薦

　
　
　
　
　
　
小
　
沢
　
良
　
男

・
農
業
協
同
組
合
推
薦

　
　
　
　
　
　
水
　
野
　
四

　
一
月
二
十
八
日
（
日
）
に
、
町
民
体

育
館
二
階
会
議
室
に
お
い
て
、
江
南
中

央
第
二
土
地
区
画
整
理
推
進
委
員
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
会
議
で
は
、
昨
年
の
夏
に
実

施
し
た
二
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
地
内
の
現

況
測
量
・
地
区
界
測
量
を
も
と
に
作
成

し
た
図
面
を
み
て
、
道
路
や
公
園
の
計

画
や
事
業
費
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
現
在
の
作
業
と
し
て
は
、
仮
同
意
書

の
と
り
ま
と
め
や
基
本
計
画
書
、
事
業

計
画
書
の
作
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
仮
同
意
か
ら
本
同
意
に
移
り

事
業
認
可
へ
と
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
》
　
，

ゆ
臼

覇

葛

　
推
進
委
員
の
皆
様
か
ら
は
、
調
整
池

の
こ
と
や
排
水
の
こ
と
な
ど
の
質
問
が

よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
組
合

方
式
で
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
区
画

整
理
法
で
は
三
分
の
二
以
上
の
同
意
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
事
業
の
目
的

は
、
公
共
施
設
の
整
備
改
善
と
宅
地
の

利
用
増
進
を
図
り
、
健
全
な
市
街
地
の

造
成
を
行
い
、
公
共
の
福
祉
に
資
す
る

こ
と
で
す
の
で
、
地
権
者
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
江
南
町
で
は
、
百
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

市
街
化
区
域
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
が

江
南
中
央
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
の

約
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
み
が
整
備
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
地
域
で
は
、

道
路
や
雨
水
な
ど
で
不
便
を
き
た
し
て

い
る
所
が
多
々
あ
り
ま
す
の
で
、
町
で

は
今
後
も
土
地
区
画
整
理
事
業
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
。

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店または、

当番の指定工事店へ

お願いしてください

3月の当番 工事店　名 電話番号

1　・6　・11・16・21・26・31 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

2　・　7　・12・17・22・27 ㈱光　栄　建　設 36－1052

8　・13・18。23・24・28 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

3　・　4　・　9　・14・19・29 ㈲笠原設備工業所 36－3662

5　・10・15　・20　。25　・30 ㈲松　本　設　備 36－5177
（6）



トピツワス 身近かな話題、ホットなニュースをお寄せください。

税の申告はお済みですか

　平成7年分の町・県民税申告、所得税確定

申告が、2月16日から町民体育館会議室で始

まりました。

　まだ申告がお済みになっていない人は、3

月15日までですので、お早めに済ませてくだ

さい。

ω
〇
五
〇
↑

地域ぐるみで側溝清掃

　江南町大字押切字大道南、中山地区（市街

化区域内）の住民60人が参加し、1月21日（日）

に一斉清掃を行いました。

　当地区の雨水排水は、既存の道路側溝に依

存している現状であり、道路や周りの畑・山

林にあふれ、夏は悪臭・ハエ・蚊が発生し困

ることから、冬の悪臭の出ない時期を選び夏

にそなえ、また美化運動を兼ね一斉清掃を行

い、2t車で6台分の土砂を処理しました。

妻
蓬
藍
羅

　
　
　
　
　
桝

食品展示交換会
　1月23日（火）、勤労福祉センター講習室にお

いて、農村婦人健康教室主催の食品展示交換

会が行われました。

　今年は各支部ごとに、お弁当のメニューを

中心に考えた料理が出品されました。

　自家生産物を使った、ご自慢の料理の数々

は、全部で120点となり、展示会・試食会が行

われ大変好評でした。



面
暫
固
圓
〔
圓
圓
画
〔
圓

　
中
年
を
過
ぎ
る
と
、
そ
ろ
そ
ろ
血
圧

が
心
配
に
な
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
わ
が
国
で
は
高
血
圧
の

人
が
二
千
五
百
万
人
以
上
い
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
成
人
の
五
人
に
一

人
に
あ
た
り
高
血
圧
は
ま
さ
に
日
本
人

の
国
民
病
と
い
え
ま
す
。

　
●
高
血
圧
は
成
人
病
へ
の
第
一
歩

　
高
血
圧
は
軽
度
の
う
ち
は
自
覚
症
状

が
あ
り
ま
せ
ん
。
　
「
高
血
圧
ぐ
ら
い
：

…
…
」
と
思
っ
て
そ
の
ま
ま
放
置
し
て

お
く
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
．
、
し
か

し
、
高
血
圧
は
進
行
す
る
と
日
本
入
の

死
亡
原
因
の
第
二
・
三
位
を
占
め
る
心

臓
病
や
脳
卒
中
を
引
き
起
こ
す
最
大
の

要
因
と
な
り
ま
す
．

　
●
血
圧
と
は
何
？

　
さ
て
、
血
圧
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

血
圧
と
は
心
臓
か
ら
送
り
だ
さ
れ
た
血

液
が
血
管
を
流
れ
る
時
に
内
側
か
ら
血

管
の
壁
に
か
か
る
圧
力
の
こ
と
で
す
。

心
臓
は
ポ
ン
ブ
の
よ
う
な
役
割
を
し
て

い
て
、
収
縮
・
拡
張
し
て
血
液
を
送
η

だ
し
て
い
ま
す
が
、
血
圧
は
心
臓
が
収

縮
し
始
め
た
時
が
一
番
高
く
〔
最
大
血

圧
〕
、
拡
張
し
終
っ
た
後
が
一
番
低
く

〔
最
小
血
圧
〕
な
り
、
上
と
下
と
い
っ

た
数
値
で
表
わ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
血
圧
は
一
定
で
な
く
常
に
変

動
し
て
お
り
、
心
臓
か
ら
送
り
だ
さ
れ

る
血
液
の
量
や
血
管
の
壁
の
弾
力
性
や

血
液
の
粘
性
な
ど
に
よ
り
変
化
し
ま
す
。

　
●
高
血
圧
の
原
因

　
高
血
圧
は
腎
臓
や
内
分
泌
の
病
気
か

ら
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と

ん
ど
は
本
態
性
高
血
圧
と
い
っ
て
遺
伝

や
環
境
、
塩
分
の
摂
り
す
ぎ
、
運
動
不

足
、
肥
満
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
い
く
つ
か

の
原
因
が
絡
ま
っ
て
起
き
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
●
高
血
圧
の
基
準

　
血
圧
は
常
に
変
化
し
て
い
る
の
で
、

こ
こ
か
ら
が
高
血
圧
と
い
う
線
引
き
は

難
し
い
も
の
で
す
が
、
一
般
に
は
W
H

O
（
世
界
保
健
機
構
）
の
判
定
基
準
が

使
わ
れ
て
お
り
、
最
大
血
圧
で
一
六
〇

以
上
、
あ
る
い
は
最
低
血
圧
が
九
五
以

上
の
場
合
を
高
血
圧
症
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
正
常
な
血
圧
値
は
最
高
血
圧
が

一
四
〇
未
満
で
最
低
血
圧
が
九
〇
未
満

で
す
。
高
血
圧
と
正
常
血
圧
と
の
間
の

数
値
の
場
合
を
境
界
域
高
血
圧
症
と
い

い
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
は
一
応
の
目
安

な
の
で
数
値
だ
け
で
判
断
す
る
の
は
や

め
ま
し
よ
う
。
年
齢
や
遺
伝
、
他
の
病

気
と
の
関
連
な
ど
に
よ
っ
て
総
合
的
に

判
断
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
健
診
な

ど
で
血
圧
が
高
い
と
い
わ
れ
た
ら
医
師

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

盛血届・1

〃
恥

ρ

03
戸
θ
。
、

瀕

＠
＝
⑪
0
0
◎
O
O
O

　
二
月
四
日
、
苗
場
ス
キ
ー
場
を
会
場

に
町
民
ス
キ
ー
教
室
が
開
か
れ
ま
し

た
。　
当
日
は
七
十
九
名
が
参
加
し
バ
ス
ニ

台
で
早
朝
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
初
心
者
を
対
象
と
し
た

ス
キ
ー
教
室
が
行
わ
れ
、
プ
ル
ー
タ
、

ボ
ー
ゲ
ン
な
ど
基
本
的
な
実
技
講
習
を

行
い
ま
し
た
。
初
め
て
参
加
し
た
人
た

ち
も
基
本
を
身
に
つ
け
、
午
後
に
は
上

手
に
滑
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
絶
好
の
ス
キ
ー
日

和
の
中
で
皆
楽
し
く
ス
キ
ー
を
行
い
、

充
実
し
た
教
室
に
な
り
ま
し
た
。

　　　欝難

縢馳遡纂
簾ピ

鵬撫軍～酪野講霧晦繋

　　　　　　　　　　　　　　齢温　　　　　　　　　　　　　∫　　　　　　　　　　　　＿一『　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　r　一　』　　　　　　　　　． 二

　　　　　　　　一
　　　　　　…｛　　　　　　二　　　　　二　　　　二　　　二＿一『　　二、　　ニ　ゴ　ニー

一鴨Pザ

講麗謙融一藷
　　ぞ．癖

眠

鍵講
　
、

鵯羅◇☆，

（8）



qD　’

ゐ、iるさと

再発見

地
名
は
語
る

　
　
　
　
な
か

　
　
　
「
中

　
野
原
地
区
は
早
く
か
ら
開
け
た
む
ら

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
台

地
上
で
何
十
軒
と
発
見
さ
れ
た
住
居
跡

と
出
土
し
た
遺
物
が
物
語
っ
て
い
ま
す
．

記
録
に
残
る
最
も
古
い
む
ら
は
大
化
の

改
新
（
六
四
五
年
）
以
降
に
定
め
ら
れ

た
地
方
制
度
に
よ
り
生
れ
イ
、
い
ま
す
。

日
本
中
が
国
郡
里
に
区
分
さ
れ
ま
し
た
。

奈
良
時
代
に
は
里
の
文
字
が
郷
に
替
え

ら
れ
ま
し
た
が
、
大
枠
で
は
現
代
で
も

通
用
す
る
地
名
が
生
き
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
江
南
町
域
は
男
A
表
郡
内
に

入
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
後
世
に
は

大
里
郡
と
の
境
界
が
錯
綜
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
今
か
ら
千
三
百
年
以
前
の
地

名
で
す
か
ら
、
全
く
忘
れ
去
ら
れ
て
い

る
場
合
も
あ
り
、
現
在
の
地
名
が
い
つ

か
ら
使
わ
れ
始
め
た
の
か
を
知
る
の
は

大
変
難
し
い
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
り
く
ら

　
奈
良
時
代
の
男
会
郡
に
は
、
鴉
倉
・

く
ん
け
　
　
　
え
な
　
つ
　
　
　
た
　
る
　
　
　
か
わ
め
　
　
　
お
お
や
ま

郡
家
・
榎
津
・
多
留
・
川
面
・
大
山
・

は
た
　
　
な
か
む
ら

幡
・
中
村
の
八
郷
が
あ
り
ま
し
た
。
大

山
信
仰
と
の
関
連
か
ら
、
野
原
・
小
江

川
の
和
田
川
流
域
を
大
山
郷
と
考
え
る

人
も
あ
り
ま
す
が
推
測
の
域
を
出
ま
せ

ん
．
こ
れ
ら
の
郷
名
は
中
世
の
文
献
に

も
残
っ
て
い
な
い
よ
う
で
、
郡
内
の
ど

の
地
域
を
指
し
た
の
か
全
く
不
明
で
す
、

占
代
か
ら
中
世
へ
移
行
す
る
と
き
、
古

い
地
名
を
捨
て
新
し
い
地
名
を
必
要
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
旧
口

ご
う
　
　
　
　
　
　
　
　
0
り

郷
」
　
　
鰯

す
る
よ
う
な
地
域
全
体
を
巻
き
込
む
大

き
な
変
革
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
む
ら
を
呼
ぶ
単
位
に
は
や
は

り
郷
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
古
代
末
か
ら
中
世
に
は
朝
廷
の
公
領

と
権
門
勢
家
の
荘
園
が
分
立
し
、
有
力

な
武
十
は
荘
園
の
領
主
に
、
中
小
の
武

士
は
地
頭
と
呼
ば
れ
た
荘
官
に
な
る
場

合
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
頃
、

町
域
に
は
春
原
荘
の
名
が
正
木
文
書
（
貞

応
三
年
－
一
二
二
四
年
）
に
あ
り
、
万

吉
郷
・
平
塚
郷
の
存
在
が
わ
か
り
ま
す
。

鎌
倉
円
覚
寺
文
書
（
正
長
元
年

－
一
四
二
八
年
）
に
は
大
里
郷

小
江
郷
の
名
が
み
え
ま
す
。
現

在
の
小
江
川
付
近
と
考
え
る
歴

史
家
も
い
ま
す
。

　
中
世
の
郷
は
用
水
の
管
理
・

山
野
の
使
用
な
ど
共
同
体
と
し

て
強
い
白
治
性
を
持
ち
、
領
主

の
横
暴
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
多

か
っ
た
よ
う
で
す
、
戦
国
末
期
、

武
川
衆
知
行
宛
（
天
正
二
十
年

ー
一
五
九
二
年
）
に
は
老
川
郷

（
小
江
川
ご
す
か
ひ
ろ
郷
・
野

原
郷
の
名
が
み
え
ま
す
。
突
然

に
野
原
郷
の
名
が
出
ま
す
が
、

郷
の
実
体
は
以
前
か
ら
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
し
、
現
行
の
中

郷
の
地
名
と
も
関
係
し
て
く
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
野
原
地
区
の
よ
う

な
、
広
い
地
域
を
迷
わ
ず
説
明
す
る
に

は
区
域
を
分
け
て
呼
ぶ
方
法
が
昔
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
．
基
点
を
決
め
て
東
西

南
北
・
上
中
下
・
前
後
を
使
う
場
合
が

そ
れ
で
、
か
つ
て
は
野
原
地
内
を
上
郷
・

中
郷
・
下
郷
の
よ
う
に
呼
ん
だ
時
代
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
現
在
の
中
郷
は

和
田
川
に
南
面
す
る
台
地
裾
付
近
で
す

が
、
ほ
ぼ
地
区
の
中
程
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
上
郷
・
下
郷
ほ
使
わ
れ
て
い
な

い
よ
う
で
す
が
、
中
郷
の
地
名
は
野
原

郷
に
由
来
し
、
少
く
と
も
中
世
ま
で
遡

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
郷
は
江
戸
時
代
の
政
策
の
元

で
よ
り
支
配
の
強
化
さ
れ
た
村
へ
再
編

成
さ
れ
実
体
を
失
っ
て
い
き
ま
す
。

簸

襲勲劇眼
鏡
は
、

　
眼
鏡
を
選
ぶ
と
き
、

「
ど
ん
な
フ
レ
ー
ム
が

似
合
う
の
か
し
ら
」
と
、

大
抵
の
人
は
思
う
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

顔
に
合
っ
た
眼
鏡
を
選

ぶ
コ
ッ
を
紹
介
し
ま
し

ょ
う
。

レ
ン
ズ
と
フ
レ

ー
ム
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。

眼
鏡
が
顔
に
似
ム
ロ
う
か
似
合

わ
な
い
か
は
、
フ
レ
ー
ム
の

選
び
方
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
フ
レ
ー
ム
を
選
ぶ
と

き
は
、
き
ち
ん
と
顔
に
収
ま

る
こ
と
、
軽
く
て
丈
夫
で
ゆ

が
み
が
な
い
こ
と
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
性
を
も
っ
て
い
る
こ

と
を
墓
準
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
、
眼
鏡
の
部
位
の
名

称
を
覚
え
て
く
だ
さ
い
。
レ

ン
ズ
を
取
り
巻
く
枠
を
リ
ム
、

眼鏡フレームの選び方

左
右
の
レ
ン
ス
を
つ
な
い
で
い
る
部

分
を
ブ
リ
ッ
ジ
．
鼻
に
当
て
て
支
え

る
部
分
を
パ
ッ
ト
、
耳
に
か
け
る
つ

る
を
テ
ン
ブ
ル
と
呼
び
ま
す
。

　
眼
鏡
を
買
う
と
き
の
、
部
分
的
な

チ
ェ
ツ
ク
・
ポ
イ
ン
ト
を
み
て
み
ま

し
よ
う
。
ま
ず
、
ま
ゆ
に
リ
ム
の
上

部
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ゆ
が
見
え
る
程
度
で
、
ま
ゆ
と
リ

ム
の
上
の
線
が
そ
ろ
う
の
が
理
想
的

で
す
。

　
額
縁
と
絵
の
関
係
が
、
フ
レ
ー
ム

と
目
の
関
係
に
当
た
り
ま
す
。
フ
レ

ー
ム
が
目
を
引
き
立
て
ま
す
。
墓
本

は
、
リ
ム
の
中
心
か
ら
．
や
や
鼻
側

に
ひ
と
み
が
く
る
よ
う
な
フ
レ
ー
ム

を
選
び
ま
す
。
目
が
強
調
さ
れ
ま
す
。

　
顔
の
長
い
人
は
割
ム
ロ
と
眼
鏡
が
似

合
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
￥

　
　
　
縦
に
長
い
眼
鏡
が
い
い
で
し

まゆとリムの線がそろうように

よ
う
。
丸
顔
の
人
は
ポ
イ
ン

ト
を
置
く
意
味
で
、
縦
万
向

が
狭
い
フ
レ
ー
ム
か
、
縁
な

し
フ
レ
ー
ム
が
い
い
で
し
よ

う
。
鼻
先
よ
り
、
　
一
セ
ン
チ

ぐ
ら
い
リ
ム
の
下
部
が
上
に

く
る
よ
う
に
す
る
と
、
顔
が

す
っ
き
り
見
え
ま
す
。

　
眼
鏡
に
よ
っ
て
、
人
に
与

え
る
イ
メ
ー
ジ
は
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
　
一
般
的
に
は
、
枠

の
き
っ
ち
り
と
し
た
シ
ン
ブ

ル
な
デ
ザ
イ
ン
が
知
的
に
映

り
ま
す
。
曲
線
的
で
枠
の
細
い
フ
レ

ー
ム
は
、
優
し
い
感
じ
を
与
え
ま
す
。

（～））
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場所熊谷福祉センター
申込み　3月22日働までに、はがき

　　　持参のうえ、プリモラ熊谷
　　　　（熊谷女性職業センター）

　　　にある申込書に記入し提出

　　　してください。
対　象　受講後、就業を希望する人

　　　で、3級程度の資格がある
　　　全日程出席可能な女性
人　員　30名（申込者多数時は抽選）

費　用　無料（教材費6，000円程度、

　　　検定数1，300円は自己負担）

問合せ　熊谷市仲町74（八木橋8階）

　　　プリモラ熊谷（熊谷女性職

　　　業センター）麿23－2816

圖　回　囮
4月から国民年金の
保険料額が変わります

O平成8年4月から国民年金の保険
料は月額【12，300円】になります。

　平成7年度分の保険料を納めてい

ない人は、4月中に納めてください。

O国民年金は、生活水準の変化・物

価の上昇に応じて年金給付額を決定

し生活の安定を図る仕組みになって

います。そしてその費用は加入者の

みなさんが納める保険料と国の負担

でまかなわれています。

O高齢化が進む中で、安定した制度

の運営を図るためには、保険料の額

も毎年段階的に引き上げられており、

年金の給付と保険料のバランスが保

たれています。

豊かな「彩の国」を目指して

　埼玉県では、安全で利用しやすい

道路・河川環境づくりを通し、豊か

な「彩の国さいたま」の実現を目指

して道路・河川の清掃を実施してい

ます。道路・河川は県民の生活に密

接に関わる共有の財産です。県民の

皆様が安全に利用でき、また清潔な

道路・河川環境づくりのため、ゴミ

などを捨てないようにしましょう。

県民の皆様のご理解、ご協力をお願

いいたします。

中毒110番相談電話番号

　毒グモ、毒ヘビ、毒キノ’コや、タ

バコ、家庭用品などの誤飲によって

急性中毒事故が起きた場合のご相談

は、下記にお問い合わせください。

専門の薬剤師などがお答えします。

（厚生省認可財団法人）

　日本中毒情報センター

中毒110番
　ao990－50－2499（ダイヤルQ2）

　　　　　365日　24時間対応

　智0298－52－9999

　　9～17時対応（瓢～％は除く）

Q2制限医療機関用

　智06－878－1232

　　　　　365日　24時間対応

国民健康保険加入者のみなさんへ

　平成8年3月31日をもって、現在

使用していただいている国民健康保

険被保険者証が更新されます。新し

い国民健康保険被保険者証について

は、3月下旬に郵送いたします。

　入院時食事療養標準負担額

　入院中の1日の食事にかかる費用

のうち600円を被保険者の人に負担

していただきます。ただし、住民税

非課税世帯の人の場合は、450円、

住民税非課税世帯の人で、入院が90

日を超える場合については300円と

さらに減額になります。

　標準負担額減額認定証の交付

　入院時食事療養標準負担額の減

額は、本人の申請により認定し、標

準負担額減額認定証が交付されます。

申請が遅れたり、申請がない場合に

は、減額認定証は交付されず、減額

をうけることができません。

老人保健で医療を受けている人へ

　お医者さんの窓口で支払う費用の

一部負担金が平成8年4月より外来
一月につき1，010円から1，020円に、

入院一日につき700円から710円に

引き上げられることになりました。

また入院時の食時代として一日600

円の標準負担額については、いまま

でと変わりありません。

　ただし、食事の標準負担額につい

ては、町民税非課税世帯で90日まで

の入院につき450円、90日を超える

入院については、300円の減額にな

ります。非課税世帯の人は、標準負

担額認定の申請をしていただきます

と標準負担額認定証が交付されます。

　国民健康保険・老人保健の問い合

わせは保健衛生課智36－1521（内〉310
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手
造
り
の
壷
を
引
き
立
て
寒
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市
川
マ
ツ
エ

寒
椿
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い
け
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圖固圖口
　　農林学級（3月）

開催日 内　　　　　　容 時　問

9日（D 木工ラッコの型抜き親 10：00

9日（D 　　　　　　　　　一ジャガイモの栽培　小 10：00

9日（D 木工ラッコの型抜き親 13：30

10日（ゆ 木工踏み台作1） 綿 10：00

10日（口） ジャガイモの栽培赤 10二〇〇

13日（胸 いがまんじゅう　 二 10：00

15日（斜 木工工作入門教室 10二〇〇

～ （道具の使い方から ～

16日（D 道具箱作レ）まで） 16：00

17日（m 野菜の収穫④ 10：00

23日（D 木工おもちゃ箱作り親 10：00

24日（ゆ 木工工作室開放日　、rフ 10：00

費用無料
対象醗一小学生親子、㊨一小学

　　　生、e一一般
受何・　農林公園管理事務所

問合せ　智83－2301

花き園芸講座（3月）

開催日 内　　　　　容 費　用

12日（火） 植木果樹苗木の接ぎ 無　　料

木

15日㈹ 四季の花壇を楽しむ 1，500円

（春編）

18日（月） 園芸植物の病害虫防 無　　料

除

21日（胸 春の園芸（草花の手 1，0〔）O円

入れ）

28日（木） タジャタソウを楽し 500円
む

※時間は、午後1時30分

月
中
届
出
　
　
年
齢

志
村
　
た
か
　
7
5
歳

水
野
花
る
　
8
3
歳

丸
上
イ
セ
コ
　
9
0
歳

飯
島
　
里
子
　
7
1
歳

田
中
　
義
三
　
62
歳

仁
平
眞
佐
秀
　
6
2
歳

中板　野樋三敬
　　　　　　　称　　塩　　　　　　　略
央井　　原春本）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

対象一般県民
受　付　毎月1日午前8時30分から
　　　行います。
問合せ　大里郡川本町本田5768－1

　　　埼玉県農林公園内・植物振
　　　興センター分室智83－2841
航空自衛隊熊谷基地

　　　さ　く　ら祭

日　時平成8年4月7日（日）

　　　午前9時～午後3時
場　所　航空自衛隊熊谷基地

桜染井吉野など約750本
催し物　航空機の編隊飛行

　　　通信機器などの展示

　　　航空生徒隊文化祭

　　　航空音楽隊による演奏　他

その他　平成8年4月6日吐）

　　　午後5時30分～午後8時の
　　　間、夜桜の通り抜けを実施

　　　します。

問合せ　熊谷基地第4技術学校総務

　　　課　智32－3554　内線204

江南ギタークラブ定期演奏会

昨年の4月に結成して以来、初め
ての演奏会です。初春のひとときを

ギターの音色でお楽しみください。

日時3月16日（土）

　　　午後7時～9時
場所勤労福祉センター
内　容　　「アルハンブラの想い出」

　　　など会員による演奏
　　　特別ゲストも予定していま

　　　す。

圓回回圖
　　危険物取扱者試験
　　及び試験準備講習会

平成8年度第1回危険物取扱者試

験及び準備講習会が次のとおり開催

されます。

準備講習会

日時5月11日（二L）、12日（口）

場所熊谷市立勤労会館
受講料　6，700円（ただし、テキスト

　　　代は別）
受　付　4月15日（月）から4月26日（葡

　　　まで。　（土・日は除く）

　申込書の交付・受付及び詳細につ

いては、熊谷地区消防本部予防課智

21－1207、妻沼消防署智88－2114ま
で。

危険物取扱者試験

試験日　5月19日（日）

場所東京国際大学（川越市）
受付4月8日（月）・9日（火）

　　　熊谷福祉センター

受験申請用紙は、熊谷地区消防本

部予防課、妻沼消防署に用意してあ
｝）ます。

実務簿記2級・パソコン入門コース

全国経理学校協会簿記検定2級資
格取得を目指し、あわせてパソコン

の基礎を習得する。

日時4月8日（月）～6月19日依〉の

　　　うち25日間（月・水・金）

　　　9時30分～15時30分

　
　
お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

一
月
中
届
出
　
　
　
　
（
　
）
保
護
者

押
　
切

　
　
　
　
せ
い
　
や

　
田
島
　
聖
也
　
男
子
　
　
（
政
則
）

樋
　
春

　
　
　
　
け
ん
　
リ
ド
ヨ

　
石
井
　
堅
悟
　
男
子
　
　
　
（
良
雄
）

小
江
川

　
　
　
　
し
ょ
う
　
た

　
南
浦
　
翔
太
　
男
子
　
　
　
（
浩
二
）

板
　
井

　
細
井
あ
り
さ
　
女
子
　
　
　
（
康
之
）

千
　
代

　
　
　
　
ち
　
　
ひ
ろ

　
金
井
塚
千
尋
　
女
子
　
　
（
実
）

中
　
央

　
　
　
　
き
ム
う
　
か

　
多
田
　
京
楓
　
女
子
　
　
（
雅
人
）

　
　
　
　
か
い
せ
い

　
中
村
　
魁
誠
　
男
子
　
　
　
（
真
也
）

　
　
　
　
ゆ
う
ヰ
け

　
小
山
　
佑
介
　
男
子
　
　
（
哲
男
）

12，550

12，510－

12，470一

人／戸

3，700－

3，680－

3，660

町民のうごき

一
『

／＿

11月　12月　1月　2月

　2月1日現在

人口　12，526人　　＋38

男6，176人＋24
女6，350人＋14
世帯　3，706世帯　＋21

平成8年　救急車出動状況

救急出動状況 1　月 累　計

交　　　　　　　通 7件 7件

一　　般　　負　傷 2件 2件

急　　　　　　　病 16件 16件

そ　　　の　　　他 0件 0件

合　　　　　　　計 25件 25件
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　　　　ゆき　　ひろ

柴田侑廣ちやん魯
　平成7年3月17日生

両親廉談上新田

　我が家の2番目の王様は、

とっても笑顔のかわいい子。

そのステキな笑顔を，忘れな

いで、素直で、心の優しい

子に育ってほしいです。

　　　　たつ　　　き
橋　本　竜樹ちゃん禽
　平成7年7月14日生

両親｛輩代熱樋春

　こんにちは！僕、竜樹と

いいます。

　やっと、お座りができる

ようになりました。今度は

ハイハイに挑戦だ一ッ！

　　　　ひと　　　み

福　田仁美ちゃん＠
　平成7年5月16日生

両親｛ゆ努子1篇、江，，1

　やさしい笑顔を毎日ふり

まいています。お兄ちゃん

と一緒にお散歩が大好き。

思いやりのある明るく元気

な子に育ってほしいです。

　　　　ゆう　　すけ

橋本優介ちゃん勇
　平成7年3月6日生
両親｛斐職往、正新田

　甘えん坊で泣き虫の優介。

毎日家の中を暴走していま

す。早く歩けるようになり

たいネ。健康でやさしい子

に育ってほしいです。

く
ち
し
の
ア
イ
デ
ィ
ア

我
が
家
の
生
産
物
を

使
っ
た
自
慢
料
理

フ
ル
ー
ツ
・
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ

福
　
田
　
　
敬
さ
ん
（
成
沢
）

嶋

③、＿騒

▼
材
料

　
バ
タ
ー
…
…
…
…
：
：
…
・
⊥
八
0
9

　
砂
糖
⑤
…
…
…
…
…
・
…
…
：
八
O
g

　
卵
黄
…
…
…
…
…
：
…
D
…
…
大
四
個

　
レ
モ
ン
の
皮
…
・
…
…
…
…
…
・
・
％
個

　
卵
白
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
大
四
個

　
砂
糖
⑤
…
…
…
…
…
…
・
－
：
六
〇
9

◎
｛
　
小
麦
粉
…
…
…
…
…
…
・
ニ
ニ
0
9

　
べ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
・
小
さ
じ
一

　
ラ
ム
酒
…
…
…
…
…
…
：
・
大
さ
じ
ニ

　
レ
ー
ズ
ン
…
…
：
…
…
…
ニ
カ
ッ
プ

　
ド
レ
ン
チ
ェ
リ
ー
…
…
…
五
～
六
粒

　
ア
ン
ゼ
リ
カ
…
…
…
…
…
…
9
二
本

▼
作
り
方

①
レ
モ
ン
の
皮
を
す
り
お
ろ
し
ま
す
．

②
◎
を
混
ぜ
て
ふ
る
っ
て
置
き
ま
す
．

③
バ
タ
ー
を
ク
リ
ー
ム
状
に
練
り
砂
糖

　
（
、
翫
）
を
分
け
て
入
れ
、
白
っ
ぽ
く
な
っ

　
た
ら
卵
黄
を
一
個
づ
つ
加
え
良
く
混

　
ぜ
ま
す
．
さ
ら
に
①
を
混
ぜ
ま
す
．

④
卵
白
は
充
分
に
泡
立
て
て
か
ら
砂
糖

　
⑤
を
少
し
づ
つ
加
え
泡
立
て
ま
す
。

⑤
レ
ー
ズ
ン
に
ラ
ム
酒
を
か
け
、
チ
ェ

　
リ
ー
は
四
つ
切
、
ア
ン
ゼ
リ
カ
は
薄

　
切
に
し
て
置
き
ま
す
。

⑥
③
に
②
と
⑤
を
加
え
て
軽
く
混
ぜ
さ

　
ら
に
④
を
三
回
に
分
け
て
混
ぜ
ま
す
。

⑦
型
に
バ
タ
ー
を
塗
り
⑥
を
流
し
入
れ
、

　
一
七
〇
度
～
一
八
O
度
の
オ
ー
ブ
ン

　
で
約
四
十
分
焼
き
ま
す
。

　
　
●

　
雪
割
り
草
と
名
を
聞
く
だ
け
で
、
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
気
分
に
な
り
ま
す
。
で

も
、
名
は
知
っ
て
い
て
も
、
ど
ん
な
花

だ
っ
た
か
と
な
る
と
、
人
に
よ
っ
て
印

象
が
ま
ち
ま
ち
で
し
ょ
う
。
い
ろ
い
ろ

と
あ
る
の
で
す
か
ら
、
無
理
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　
事
典
な
ど
を
見
て
も
、
キ
ン
ポ
ウ
ゲ

科
の
花
と
あ
っ
た
り
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
科

の
花
と
な
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。
キ
ン

ポ
ウ
ゲ
科
の
花
は
、
ス
ハ
マ
ソ
ウ
と
い

っ
て
、
山
地
の
木
々
の
下
な
ど
に
生
え

る
多
年
草
で
、
残
雪
の
時
期
に
一
・
五

セ
ン
チ
ほ
ど
の
白
や
淡
紫
色
の
小
さ
な

花
を
つ
け
ま
す
。
ス
ハ
マ
と
は
、
海
岸

に
突
き
出
た
州
や
、
結
婚
式
な
ど
の
祝

儀
の
と
き
に
飾
る
台
の
こ
と
で
、
ス
ハ

マ
ソ
ウ
は
、
そ
の
葉
の
形
が
ス
パ
マ
に

似
て
い
る
た
め
に
つ
い
た
名
前
の
よ
う

で
す
。
こ
の
花
の
別
名
を
ミ
ス
ミ
ソ
ウ

と
い
う
と
の
説
も
あ
り
、
ま
た
ミ
ス
ミ

ソ
ウ
を
雪
割
り
草
と
呼
ぶ
説
も
あ
り
ま

す
。　
サ
タ
ラ
ソ
ウ
科
の
花
も
多
年
草
で
、

本
州
中
部
以
北
の
高
山
帯
で
、
初
夏
に

十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
花
茎
を
出
し
、
サ
タ

ラ
ソ
ウ
に
似
た
淡
紫
色
の
五
弁
の
花
を

つ
け
ま
す
。

　
面
倒
な
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
ピ
ン
ク
や
白
、
紫
や
紅
の

色
鮮
や
か
な
か
れ
ん
な
花
を
咲
か
せ
ま

す
。
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